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２０２４年がスタートしました。「１年の計は元旦にあり」という

ことばがありますが，何事も初めが 

大切です。また４月には，それぞれ 

上の学年に進級し，新しい学校生活 

がスタートします。一人一人が自分 

なりの目標をもって，さらに充実し 

た１年を過ごしてほしいと思います。 

今年も一緒にがんばりましょう！  

 

 
２３日（火）に，鹿児島県警「交通機動隊」の方々 が，木原小中学

校に来校されました。厳しい寒さの中でしたが，子どもたちも職員も，

かっこいい白バイや隊員の姿を見て，たくさんの元気をもらいまし

た。これを機に，交通安全の意識をより高めて生活できるようにした

いですね。 

 

 

 

２０日（土）に中学１・２年生が，第５７回鹿児島県中学

校音楽コンクール「春の祭典」に出場しました。参加した

１５名で力を合わせて合唱し，美しいハーモニーを奏でる

ことができました。大きな舞台に立って，素晴らしい経験

ができました。送迎等，ご協力ありがとうございました。 

メジャーリーガー大谷翔平選手から，グローブのプレゼ

ントが木原小中学校にも届きました。「野球しようぜ」の

メッセージとともに，このグローブが子どもたちに「夢」

を与え「勇気」づけるためのシンボルになることを望んで

いるそうです。 

大谷選手にあやかり，一人一人がぜひ飛躍の一年にな

るように，目標に向かってチャレンジしてほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

《２月の主な行事予定》  

１日（木） 照度検査 

６日（火） 学級ＰＴＡ（中３） 

７日（水） テスト前部活停止（中） 

１０日（土） そば打ち体験（小５･６）家庭教育学級 

１２日（月） 振替休日（１１日 建国記念日） 

１３日（火） 家庭学習強調週間，保護者迎え（中） 

１４～１６日（水～金）学年末テスト（中），１５日（木）しろやま号 

２０日（火） 上場四校研究推進委員会 

２２日（木） 学校保健委員会，家庭教育学級閉級式 

       教育講演会 講師：鹿児島大学准教授  関山 徹 先生 

なわとび大会（小），授業参観（中） 

       学級ＰＴＡ（小学校・中学校１･２年） 

      ※ 臨時ＰＴＡ総務委員会（学級ＰＴＡ後） 

２３日（金） 天皇誕生日 

２６日（月） 演劇鑑賞（小６），CO2濃度検査 

かけはしサポーター（山下先生） ２月の来校予定 

   ２月２０日（火） ９時～１２時 

スクールカウンセラー（下野先生） 今年度は終了しました。 

※ 相談のご要望がございましたら教頭まで連絡ください。 
 

 

『大谷グローブが語りかけるもの』 校長 今村敏照                       
令和６年が幕を開けました。明けましておめでとうござ 

います，と申し上げるにはあまりに遅すぎますが。本校(小
学校)は創立 143 周年を迎えました。昨年同様，職員一同，
保護者・地域の皆様のご協力をいただき，子どもたち一人
一人を大切にしながら指導・支援を行っていく所存ですの
で，よろしくお願い申し上げます。 
 さて，ニュース等で話題の『大谷翔平グローブ』が，つ
いに本校にもお目見えしました。大谷選手からの手紙も同
封されており，全校集会で子どもたちに紹介しました。 
「思ったより軽い！」「デザインがおしゃれ」「本物です
か？」など感想は様々。大谷選手のことも野球自体もあま
り知らない子どもたちでさえ，興味津々なのがわかります
（どちらかといえば，先生方のほうが）。気の早い子数名
は，さっそく校庭でキャッチボールに興じていました。 
 大谷選手は子どもたちへの手紙の中で，自分にとって野
球こそが充実した人生を送る機会を与えてくれたものと
振り返り，「このグローブが，私たちの次の世代に夢を与
え，勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいま
す」との想いを綴っています。 
 大谷選手のプロフィールを読むと，環境と体格に恵まれ
た者が血のにじむような努力を積み重ね，現在の彼がある
ことがわかります。その中で印象的なのは，高校時代を過
ごした寮の話です。彼は親元を離れ３年間の厳しい寮生活
を体験するのですが，そこで「生活や娯楽に制限を受けた
ことで，何が正しいのかを考えて行動することの重要性を
学んだ」といいます。また，当時の野球部監督である佐々
木洋氏の『先入観は可能を不可能にする』という言葉にも
影響を受けたようです。このことは「二刀流を不可能と思
ったことは１度もない」や，昨年のＷＢＣ決勝前のロッカ
ールームで語られた「(アメリカ代表の名選手たちに）憧
れるのはやめましょう。憧れると超えられなくなるから」
といった発言の根底にあるもののような気がします。 
 子どもの頃からの夢を実現しつつある彼の生き方や言
葉は，多くの示唆に富みます。恵まれた環境から離れ，最
終的にはメジャーリーグという“努力するしかない場所”
に身を置きつつ更に先を目指している大谷選手からの，グ
ローブというリアルな贈り物。そこからは子どもたちを勇
気づける彼自身の言葉が聞こえてくるようです。「夢は憧
れるだけでは実現しないけれど，不可能だと思わない限り
実現しない夢はないのだ」と。 

学校だより「木原くん」１月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


